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食品廃棄物が不適正に転売された事案に係る再発防止ついて（協力要請） 
 
 
平素より産業廃棄物処理行政の推進に御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。 
さて、今般、食品関連事業者から産業廃棄物処理業者に対し、産業廃棄物として処

分を依頼したにもかかわらず、当該産業廃棄物処理業者が当該廃棄物を食品として売

却し、県内のスーパーで販売されていた事実等が判明したところです。 
産業廃棄物処理業者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137

号。以下「廃棄物処理法」という。）及び関係法令に基づき、廃棄物の適正な処理を

行うことにより生活環境の保全を行わなければならないところ、受託した廃棄物を不

適切に取り扱ったことは国内の廃棄物処理への信頼を損ないかねない事態であった

と考えます。 
このため、環境省では、各都道府県・政令市に対し、平成 28 年１月 18 日付けで廃

棄物処理業者への指導や類似事案への厳正な対処を通知（別紙１）するとともに、同

20 日付けで食品残さ等を扱う産業廃棄物処理業者に対して立入検査を実施するよう

要請（別紙２）したところです。 
つきましては、貴連合会、都道府県産業廃棄物協会及び傘下の会員業者に対し、都

道府県等による立入検査の円滑な実施に協力していただくようお願い申し上げます。 
また、当省としては、本事案を受け、産業廃棄物の適正処理の推進等を目的として

活動している公益法人である貴連合会において、早急に、今後の取組、再発防止策等

について取りまとめることが極めて重要であると考えているところ、御対応の上、可

及的速やかにその結果を御提供いただきますようお願いいたします。 
 
 

【連絡先】 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 
産業廃棄物課  水谷、松岡、小久保 
（電話）03-5501-3156（直通） 

 







（別添１）

動植物性残さを取り扱う廃棄物処分業者等への立入検査結果報告

【回答者】

【立入検査等の件数　注１）】

【食品の転売を行っていた事案について】

1

2

3

4

5

注１： 同一事業者に複数回立入を行った場合は、１回と計上してください。
注２： 【立入検査等の件数】において食品の転売を行っていた件数に計上した事案について、

概要を記載してください。
注３： 処分業者がマニフェストの虚偽記載を行っていた場合は、その詳細についても記載をお願い

します。
注４： 事案の概要や指導・対応状況について、参考となる資料があれば添付してください。

動植物性残さを取り扱う施設の処理方式

その他
焼却

有・無

発酵
堆肥化

計

食品の転売を行っていた事案の
概要　注２）、注３）、注４）

処分業者による
マニフェスト虚偽記

載の有無

都道府県・政令市名
回答者所属
回答者氏名
電話番号

連絡先E-mailアドレス

指導・対応状況

有・無

有・無

有・無

有・無

うち、食品の転売を
行っていた件数

動植物性残さを取り
扱う左記処理方式
の施設の総数

立入検査件数


